


















































関西電力株式会社 

No. 高浜２－コンクリート鉄骨－４ 事象：アルカリ骨材 

 

質 問 

（別冊-11コンクリート構造物-14頁） 

2014年に実施した相対湿度の測定位置並びに測定結果及びアルカリ骨材

反応の評価対象の選定過程を提示すること。 

アルカリ骨材反応による強度低下を高経年化対策上着目すべき経年劣化

事象とする理由を提示すること。 

 

回 答 

 

 2014年に実施した相対湿度の測定位置（１８５箇所）並びに測定結果及

びアルカリ骨材反応の評価対象の選定過程は以下のとおりです。 

なお、アルカリ骨材反応による強度低下については、中性化等の劣化事

象と同様に特別点検を実施したことを踏まえ、高経年化対策上着目すべき

経年劣化事象としましたが、結果として、これまで高経年化対策上着目す

べき劣化事象でない事象として評価していたことの妥当性を示すことがで

きたため、今後の補正により、高経年化対策上着目すべき劣化事象でない

事象に見直しを実施いたします。 

 

１．測定位置 

  添付－１「相対湿度の測定位置図」に示すとおり。 

 

２．測定結果 

  添付－２「測定結果およびアルカリ骨材反応の評価対象の選定」に示

すとおり。 

 

３．アルカリ骨材反応の評価対象の選定過程 

 アルカリ骨材反応の評価対象は、外部からのアルカリ供給および相対

湿度の測定結果等から選定しています。 

（１）外部からのアルカリ供給 

   外部からのアルカリ供給としての海水作用の影響を受ける取水構造

物（海中帯）および非常用海水路を選定しました。 

（２）相対湿度の測定結果 

相対湿度の測定結果等より、最も大きい値が測定されたタービン建

屋（基礎マット）を評価対象に選定しました。その選定結果は添付―

２に示すとおりです。 

 

 

添付－１ 相対湿度の測定位置図 

添付－２ 測定結果およびアルカリ骨材反応の評価対象の選定 















































































参考―１



については、商業機密を含むため公開できません。



については、商業機密を含むため公開できません。






